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シリーズ 新時代の市政運営　第７回

こ
う
し
た
こ
と
で
、
ご
み
が
資
源
と

な
る
だ
け
で
な
く
、
分
別
な
ど
の
処

理
に
か
か
る
費
用
も
少
な
く
な
り
、

そ
の
お
金
で
ほ
か
の
サ
ー
ビ
ス
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
身
近
な
こ
と
か

ら
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

る
こ
と
で
減
ら
す
こ
と
の
で
き
る
費

用
で
す
。

ご
み
に
な
る
も
の
は
最
初
か
ら
買

わ
な
い
。使
え
な
く
な
る
ま
で
使
い
、

要
ら
な
く
な
っ
た
ら
リ
サ
イ
ク
ル
に

出
す
。
ま
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

な
ど
の
資
源
ご
み
は
、
中
身
や
汚
れ

を
取
り
除
き
、
正
し
く
分
別
す
る
。

②
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
の

運
営

次
に
、
ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
の

運
営
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
は
、
彦
根

市
の
文
化
振
興
と
交
流
の
拠
点
と
し

て
建
設
し
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に

利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

文
化
プ
ラ
ザ
の
管
理
・
運
営
は
、

現
在
、
市
の
外
郭
団
体
で
あ
る
㈶
彦

根
市
文
化
体
育
振
興
事
業
団
が
彦
根

市
か
ら
委
託
を
受
け
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
や
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

の
コ
ン
サ
ー
ト
、
演
劇
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の
公
演
や
、
施
設
の

維
持
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
状
で
は
、
公
演
に
よ
っ
て
は
入

場
者
の
少
な
い
も
の
も
あ
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
、
い
か
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
利

用
い
た
だ
く
か
が
課
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
施
設
の
維
持
管
理
に

は
多
額
の
費
用
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。

③
下
水
道
事
業

彦
根
市
の
下
水
道
の
整
備
状
況
な

ど
に
つ
い
て
は
、
７
月
１
日
号
や
、

９
月
１
５
日
号
で
お
知
ら
せ
し
て
き

ま
し
た
。

下
水
道
整
備
に
は
多
額
の
経
費
が

必
要
で
、
整
備
の
た
め
に
借
り
た
市

債
の
残
高
は
、
平
成
15
年
度
末
で
約

４
９
６
億
円
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
返
済
や
維
持
管
理
費
の
た
め
の

費
用
は
、
下
水
道
の
使
用
料
だ
け
で

な
く
、市
税
で
も
負
担
し
て
い
ま
す
。

市
税
の
負
担
が
増
え
る
と
、
他
の
市

民
サ
ー
ビ
ス
を
縮
小
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
た
め
、
こ
の
４
月
か
ら
下
水

道
使
用
料
の
値
上
げ
を
行
い
ま
し

た
。ま

た
、
下
水
道
の
供
用
区
域
内
の

水
洗
化
率
（
利
用
率
）
は
71
・
９
％

で
、
下
水
道
整
備
の
終
わ
っ
た
地
域

の
人
の
約
３
割
が
利
用
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
下
水
道
事
業
の
健
全
運
営
を

行
う
に
は
、
供
用
が
始
ま
っ
た
地
域

の
す
べ
て
の
人
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
仮
に
水
洗
化

率
が
１
０
０
％
に
な
る
と
、
下
水
道

使
用
料
収
入
は
約
３
億
円
増
加
し
て

11
億
円
が
見
込
ま
れ
、
そ
の
分
市
税

か
ら
の
負
担
額
を
少
な
く
で
き
ま

す
。

④
広
報
ひ
こ
ね
の
発
行

最
後
に
、
こ
の
「
広
報
ひ
こ
ね
」

の
発
行
経
費
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

市
政
の
情
報
に
つ
い
て
は
、「
広

報
ひ
こ
ね
」
の
ほ
か
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通

じ
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
こ
の

「
広
報
ひ
こ
ね
」
が
一
番
身
近
な
市

政
の
情
報
源
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、「
広
報
ひ
こ
ね
」
は
、
月

２
回
（
１
月
・
８
月
は
１
回
）、
市

内
の
全
世
帯
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

発
行
に
あ
た
っ
て
は
、
２
人
の
広
報

担
当
職
員
が
取
材
・
編
集
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

人
件
費
や
印
刷
経
費
な
ど
を
含
め

た
費
用
は
、
平
成
15
年
度
の
１
年
間

で
約
２
、５
０
０
万
円
で
し
た
。
一

部
当
た
り
に
す
る
と
、
約
28
円
か
か

っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、「
広
報
ひ
こ
ね
」
や
そ
の

他
の
チ
ラ
シ
な
ど
を
皆
さ
ん
の
お
宅

に
届
け
る
配
布
委
託
料
が
、
１
世
帯

１
回
当
た
り
約
70
円
か
か
っ
て
い
ま

す
。発

行
に
あ
た
っ
て
は
、
少
な
い
紙

面
を
で
き
る
だ
け
有
効
に
使
い
、
必

要
な
情
報
が
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る

編
集
を
心
が
け
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

価
格
も
変
わ
ら
ず
環
境
負
荷
の
少
な

い
大
豆
油
イ
ン
ク
と
１
０
０
％
再
生

紙
を
使
用
し
、
環
境
問
題
に
も
配
慮

し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
コ
ス
ト
に
視
点
を
当
て

て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
コ
ス
ト
を

明
確
に
す
る
こ
と
は
、
業
務
の
効
率

化
を
推
進
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の

事
業
は
コ
ス
ト
を
か
け
て
も
本
当
に

必
要
な
の
か
、
実
施
方
法
は
適
切
な

の
か
、
使
用
料
な
ど
の
利
用
者
負
担

は
適
正
な
の
か
と
い
っ
た
見
直
し
を

す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
後

は
、
こ
れ
ら
を
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
で
あ
る
皆
さ
ん
に
積
極
的
に
公

開
し
て
い
く
こ
と
で
、
皆
さ
ん
と
と

も
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
利
用
と

負
担
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
、ご
意
見
、

ご
提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

経
営
改
革
推
進
室
　
Ｆ
Ａ
Ｘ

◯　22　
１
３
９
８
番
　
Ｅ
メ
ー
ル
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行
政
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ス
ト
と
は

行
政
活
動
に
は
、
ご
み
の
収
集
と

処
理
、
公
共
施
設
の
運
営
・
管
理
な

ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
直
接
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
も
の
の
ほ
か
、
市
役

所
の
組
織
を
管
理
す
る
た
め
の
事
務

や
、
建
物
の
維
持
管
理
な
ど
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
目
に
直
接
触
れ
な
い
も

の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の

行
政
活
動
に
は
、「
コ
ス
ト
」
が
必

要
で
す
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
成
果
は
コ
ス
ト

だ
け
で
評
価
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
常
に
コ
ス
ト
を

把
握
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら

せ
し
て
い
く
こ
と
は
、
行
政
活
動
の

効
率
を
よ
く
し
た
り
、
限
ら
れ
た
財

源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
も
大

事
な
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
は
、
現
在

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
や
必
要

性
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま

す
。こ

う
し
た
意
味
か
ら
、
皆
さ
ん
の

生
活
に
か
か
わ
り
の
深
い
事
業
の
い

く
つ
か
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

①
ご
み
処
理
経
費

「
広
報
ひ
こ
ね
」
６
月
１
日
号
で

も
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
家
庭
か

ら
出
さ
れ
る
ご
み
は
今
も
増
え
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

ご
み
を
集
め
、処
理
す
る
こ
と
は
、

市
民
の
生
活
を
守
る
行
政
の
重
要
な

役
割
の
一
つ
で
す
。
こ
う
し
た
仕
事

に
か
か
る
費
用
は
ど
う
し
て
も
避
け

ら
れ
な
い
の
で
、
い
か
に
少
な
い
費

用
で
す
ま
す
か
が
大
切
に
な
り
ま

す
。で

は
、
現
在
ご
み
の
収
集
と
処
理

に
は
、
１
世
帯
当
た
り
ど
の
く
ら
い

の
費
用
が
か
か
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。
下
の
表
は
、
平
成
15
年
度
に
収

集
し
た
ご
み
の
量
と
、
処
理
に
か
か

っ
た
費
用
を
表
し
て
い
ま
す
。
そ
の

と
き
の
市
内
の
世
帯
数
は
約
３
万
９

千
世
帯
で
す
か
ら
、
１
世
帯
当
た
り

年
間
約
１
ト
ン
の
ご
み
が
出
さ
れ
、

約
３
万
円
の
費
用
が
か
か
っ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
計
算
に
は
、
清

掃
セ
ン
タ
ー
の
建
設
費
の
減
価
償
却

な
ど
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、
実

際
に
は
も
っ
と
増
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

ご
み
処
理
の
費
用
を
少
な
く
す
る

に
は
、
ご
み
を
で
き
る
だ
け
出
さ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ご
み
の
量
が
減
れ
ば
、
処
理
に
要
す

る
費
用
も
少
な
く
て
す
み
ま
す
。
ま

た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別
に

は
年
間
約
７
、０
０
０
万
円
が
必
要

で
す
が
、
こ
れ
も
き
ち
ん
と
分
別
す

こ
れ
ま
で
６
回
に
わ
た
っ
て
、
彦
根
市
の
厳
し
い
財

政
状
況
な
ど
に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。
今
回

は
、
市
が
提
供
し
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
に
か

か
っ
て
い
る
コ
ス
ト
︵
費
用
︶
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。



5 4広報ひこね　平成16年10月15日

第
53
回
（
平
成
16
年
度
）
彦
根
市
美
術
展
覧
会

が
、
９
月
28
日
か
ら
10
月
３
日
ま
で
ひ
こ
ね
市

文
化
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
ま
し
た
。

総
出
品
数
５
１
２
点
、
こ
の
う
ち
惜
し
く
も

選
外
と
な
っ
た
１
８
１
点
を
除
く
３
３
１
点
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
多
く
の
美
術
愛

好
者
が
訪
れ
、
初
秋
の
ひ
と
と
き
を
芸
術
鑑
賞

に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

一
般
出
品
４
５
３
点
の
中
か
ら
、
市
展
賞
６

点
、
特
選
26
点
、
佳
作
13
点
、
入
選
２
８
２
点

が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
過
去
３

年
間
連
続
特
選
受
賞
な
ど
に
よ
り
、
無
鑑
査
と

な
っ
た
人
の
作
品
か
ら
、
４
点
が
奨
励
賞
に
決

ま
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、滋
賀
県
芸
術
文
化
祭
奨
励
賞
に
は
、

書
部
門
で
市
展
賞
を
受
賞
し
た
作
品
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

市
展
賞
、
特
選
お
よ
び
無
鑑

査
奨
励
賞
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

（
敬
称
略
）

︽
日
本
画
︾

市
展
賞

▽
か
ぼ
ち
ゃ
佐
々
泰や

す

子こ(

宇
尾
町)

特
　
選

▽
晩
秋
　
立た

ち

江え

惠え

美み

（
鳥
居
本
町
）

▽
追
想
　
谷
村
純す

み

子こ

（
後
三
条
町
）

▽
静
寂
　
深
田
澄
江
（
日
夏
町
）

︽
洋
　
画
︾

市
展
賞

▽
晩
秋
の
山
里
　
丸
山
恭き

ょ
う

子こ

（
西
葛
籠
町
）

特
　
選

▽
夜
明
け
の
港
　
伊
藤
稔
（
肥
田
町
）

▽
過
ぎ
ゆ
く
季き

（
ま
ち
は
ず
れ
の
軒
先
）
伊
藤

寿す

美み

江え

（
芹
橋
一
丁
目
）

▽
奥
入
瀬

お

い

ら

せ

初
秋
　
礒い

そ

野の

公き
み

子こ

（
犬
上
郡
多
賀
町
）

▽
花
瓶
の
中
の
ち
い
さ
な
秋
　
牧
村
明あ

希き

子こ

（
平
田
町
）

▽
夜
明
け
の
歌
Ⅱ
（
ヒ
マ
ワ
リ
畑
に
て
）
北
川

八
恵
子
（
平
田
町
）

▽
観
音
寺
窯
　
郷ご

う

野の

智
恵
子
（
平
田
町
）

▽
二
月
堂
へ
の
石
段
　
早は

や

崎さ
き

進
（
薩
摩
町
）

無
鑑
査
奨
励
賞

▽
休
憩
　
石
原
省
吾
（
本
町
一
丁
目
）

︽
彫
　
刻
︾

市
展
賞

▽
10
秒
前
　
森
武
司
（
佐
和
山
町
）

特
　
選

▽
猛
暑
を
し
の
ぐ
河
童

か
っ
ぱ

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
　
藤
野

幹
夫
（
戸
賀
町
）

無
鑑
査
奨
励
賞

▽
望
み
　
小
林
寿と

し

雄お

（
南
川
瀬
町
）

︽
美
術
工
芸
︾

市
展
賞

▽
落
日
　
南な

ん

場ば

房
枝
（
神
崎
郡
能
登
川
町
）

特
　
選

▽
松
原
の
蜆し

じ
み

と
り
船
　
川
端
澄
代
（
野
田
山
町
）

▽
河
童
淵

か

っ

ぱ

ぶ

ち

小
杉
明あ

き

生お

（
愛
知
郡
愛
知
川
町
）

▽
華
か
ん
む
り
　
樋
口
美
香
（
日
夏
町
）

︽
書
︾

市
展
賞

▽
赤
染
衛
門

あ

か

ぞ

め

え

も

ん

の
う
た
　
福
島
保
子
（
後
三
条
町
）

特
　
選

▽
宮
澤
賢
治
詩
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
内
西

謹の
り

子こ

（
正
法
寺
町
）

▽
杜
甫

と

ほ

の
詩し

福
居
順す

な
お

（
坂
田
郡
近
江
町
）

▽
漢
詩
句
　
濱は

ま

川
文
子
（
中
藪
町
）

▽
琵
琶
湖
周
航
の
歌
　
田
口
智
子
（
彦
富
町
）

無
鑑
査
奨
励
賞

▽
き
ょ
う

静せ
い

儀ぎ
の

詩し

北
川
依よ

り

子こ

（
東
浅
井
郡
虎
姫
町
）

︽
写
　
真
︾

市
展
賞

▽
夕
立
の
後
　
高
橋
重し

げ

孝た
か

（
薩
摩
町
）

特
　
選

▽
さ
く
ら
　
松
井
秀
夫
（
長
曽
根
南
町
）

▽
落
葉
　
鈴
木
秀
人
（
愛
知
郡
愛
知
川
町
）

▽
湖う

み

炎び

寺
村
弘
美
（
宮
田
町
）

▽
響
演
　
田
中
立た

ち

子こ

（
里
根
町
）

▽
氷
魚

ひ
ょ
う
ぎ
ょ

夏
川
美
恵
（
京
町
三
丁
目
）

▽
ホ
タ
ル
舞
う
　
武
藤
幹
男
（
松
原
町
）

▽
炎
暑

え

ん

し

ょ

山
口
善ぜ

ん

一い
ち

（
小
泉
町
）

▽
式
待
ち
の
二
人
　
疋
田
耕
一
（
日
夏
町
）

無
鑑
査
奨
励
賞

▽
渓
谷
に
泳
ぐ
　
飯
田
晴は

る

喜き

（
野
田
山
町
）

な
お
、
入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
学
習

情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
「
ひ
こ
ね
っ
と
」

http://longlife.city.hikone.shiga.jp/

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
☎
◯　24　
７
９
７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　 23　
９
１

９
０
番

展示会場の様子

第９回　ブラジルめぐり　その２

◆10月にはこどもの日
10月は、日本では気候が過ごしやすくなり、読書やス
ポーツなどいろいろなことをしたくなる季節です。ブラジ
ルでは、10月は春真っ盛り。そろそろ夏のバカンスの準
備を始めるころでしょうか。10月12日には「こどもの日」
があります。子どもたちにとってはプレゼントをもらえる
うれしい日です。この日は宗教上の祝日でもあり、学校も
お休みになります。
さて今回は、前回に引き続き、ブラジルのいろいろな地
域を紹介します。

◆大自然と首都　…中西部４州（■の部分）
広大なブラジル国土の中西部に位置するマット・グロッ
ソ州とマット・グロッソ・ド・スール州には、広大なパン
タナル湿原があります。ブラジル、ボリビア、パラグアイ
の３か国にまたがるこの湿原の面積は23万㎢。本州とほ
ぼ同じ面積です。「生命の楽園」と呼ばれるほど豊かで美
しい自然を保っていて、世界中から自然を愛する観光客が
訪れます。
沖縄から移住した人が多く住み、日系ブラジル人のなか
でも長寿の地域として知られています。
やはり中西部に位置するゴヤス州は、世界で最も新しい
都市として1960年に誕生した首都ブラジリアがあり、ブ
ラジルの政治の中心地になっています。
名物は、ワニの肉を油で揚げた「ジャカレ・フリット」
です。

◆日系人のもたらした経済的発展
…南東部４州（■の部分）

南東部は、日本からの移住者によってコーヒー栽培が盛
んになり、今やブラジルで最も経済的に発展している地域
です。国際空港のあるサンパウロ州は世界との窓口で、日
本の大手企業や銀行が支社や支店を設けています。サンパ
ウロ市は日系人や日本人が最も集中している都市で、46
都道府県の日本人会がそろっています。また、日系人によ
る商店の並ぶベ
ルタージ通りは、
日本製品が何で
も買える便利な
場所です。サン
パウロ州の隣に
は、観光地とし
て世界的に有名
なリオ・デ・ジ
ャネイロ州もあ
ります。
この地域の名
物「フェジョア
ーダ」は、アフ
リカから来た人たちから伝わったと言われる、豆と、豚の
全部位を使う料理です。また、トウモロコシの粉と魚介
類・野菜を混ぜて固めた料理「クスクス・パウリスタ」も
有名です。

◆ブラジルのなかのヨーロッパ
…南部３州（■の部分）

ブラジルで最も大きな湖があるリオ・グランデ・ド・ス
ール州は、滋賀県と姉妹提携を結んで来年25年目です。
私の生まれ育ったこの地域は、ドイツ、イタリア、ポルト
ガル、ポーランドなど、ヨーロッパからの移民が築きまし
た。そのため、ヨーロッパ風の文化や習慣が残っていたり、
教育水準が高く、外国の大手企業がたくさん進出していた
りします。また、四季の変化がはっきりしていて、今年の
冬（６～８月）にはブラジルでは珍しく２回も雪が降りま
した。その時には、いつも暑い地方から「寒さ」を体験す
るためにたくさんの人たちが訪れ、生まれて初めての雪を
楽しむ姿は、ブラジル全土にニュースで流されました。
この地域は、大豆、米、食肉の生産やワインの製造が盛
んです。また、名物シュハスコ（塩で味付けした肉を丸ご
と串に刺し、炭でじっくり焼いた料理）の専門店に行くと、
おいしい食事とともに、民族衣装を身に着けた人によるシ
ョーも楽しめます。

広大なブラジルは、そこに住む人や習慣も多彩で、とて
も愉快な国です。いつかブラジルを旅行する機会があれば、
ぜひ私を訪ねてください。

（彦根市国際交流員　田尾ロザーネ）

▲サンパウロの近代的なまち並み
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に
環
境
へ
の
負
荷
を
改
善
す
る
た

め
の
経
営
手
法
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課

☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
１
７
２

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　27　
０
３
９
５
番

ご
覧
く
だ
さ
い
選
挙
人
名
簿

琵
琶
湖
海
区

漁
業
調
整
委
員
会
委
員

毎
年
９
月
１
日
現
在
で
、
本
人
の

申
請
に
よ
っ
て
琵
琶
湖
海
区
漁
業
調

整
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
調
整

し
て
い
ま
す
。

登
録
資
格
は
、
市
内
に
住
所
か
事

業
所
が
あ
る
人
で
、
１
年
に
90
日
以

上
漁
船
を
使
用
し
て
漁
業
を
営
む
か

漁
業
者
の
た
め
に
漁
船
を
使
用
し
て

水
産
動
植
物
の
採
補
ま
た
は
養
殖
に

従
事
し
、
今
年
の
12
月
５
日
現
在
で

20
歳
以
上
の
人
な
ど
で
す
。

◆
登
録
者
名
簿
の
縦
覧
◆

期
間

10
月
20
日
㈬
〜
11
月
３
日

（水・祝）

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
市
役
所
４
階
）、
土
・
日
曜
日
、
祝

日
は
庁
舎
西
口
宿
直
室

問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
局
☎
◯　22　
１

４
１
１
番
内
線
４
６
２
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

認
証
範
囲
を
拡
大
し
ま
し
た

彦
根
市
で
は
、「
地
球
環
境
の
保

全
を
考
え
た
エ
コ
ラ
イ
フ
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
目
指
す
た
め
の
重
点
施
策

で
あ
る
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
」
の

認
証
取
得
を
、
３
年
で
市
の
施
設
全

体
に
広
げ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

１
年
目
の
一
昨
年
は
、
市
庁
舎
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
、
大
藪
浄
水
場
な
ど

23
施
設
で
、
２
年
目
の
昨
年
は
、
保

育
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
な
ど
、

さ
ら
に
47
施
設
で
認
証
を
取
得
し
ま

し
た
。

そ
し
て
、３
年
目
と
な
る
今
年
は
、

新
た
に
市
立
病
院
で
認
証
取
得
に
取

り
組
み
、
こ
の
た
び
、
認
証
範
囲
の

拡
大
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
市
の
す
べ
て
の
施
設
が
「
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
」
の
認
証
を
取
得

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
後
は
継
続
的
改
善
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
と
は
…
環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
た
め
に
要
求
さ
れ
る
規
格
を
言

い
ま
す
。
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
と
は
、
環
境
に
影
響
を
及

ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
活
動
を
そ
の

原
因
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
管
理
し
、

「
計
画→

実
行→

点
検→

見
直
し
」

の
作
業
を
繰
り
返
し
て
、
継
続
的
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断
票
と
保
健
調
査
票
を
送
り
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
当
日

必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
指
定
さ
れ
た
日
に
受
診
で

き
な
い
場
合
は
、
会
場
と
な
る
小
学

校
に
連
絡
の
う
え
、
都
合
の
よ
い
日

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
実
施
日
ま
で
に
通
知
書
が

届
か
な
か
っ
た
り
、
記
載
さ
れ
た
事

項
に
誤
り
が
あ
る
と
き
は
、

教
育

委
員
会
保
健
体
育
課
☎
◯　24　
７
９
７
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　 23　
９
１
９
０
番
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

情報
掲示板

お
忘
れ
な
く

就
学
時
健
康
診
断

来
春
、
小
学
校
に
入
学
す
る
幼
児

（
平
成
10
年
４
月
２
日
〜
同
11
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）
を
対
象
に
、
次
の

と
お
り
就
学
時
健
康
診
断
を
実
施
し

ま
す
。

実
施
日
と
会
場
と
な
る
小
学
校

11
月
２
日
㈫

旭
森

４
日
㈭

城
陽
・
高
宮

８
日
㈪

平
田

９
日
㈫

城
西
・
若
葉

11
日
㈭

城
東
・
城
北
・
佐
和
山

16
日
㈫

河
瀬

17
日
㈬

稲
枝
西

19
日
㈮

稲
枝
東
・
稲
枝
北

22
日
㈪

鳥
居
本

25
日
㈭

亀
山

30
日
㈫

金
城

12
月
９
日
㈭

城
南

受
付
時
間

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30

分
〜
同
２
時

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
事
前
に

就
学
時
健
康
診
断
通
知
書
、
健
康
診

項
を
記
入
の
う
え
フ
ァ
ク
ス
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
受
講
決
定
者
に

は
11
月
８
日
㈪
ま
で
に
は
が
き
で
連

絡
し
ま
す
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
草
津
☎

０
７
７-

５
６
６-

７
４
２
０
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
６
６-

７
５
９
０
番

募　集
ウ
ェ
ル
カ
ム
英
会
話(

初
級)

〈
内
容
〉外
国
人
と
の
交
流
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
役
立
つ
基
礎
的
な
英

会
話
を
学
び
ま
す
〈
日
時
〉11
月
６

日
㈯
〜
12
月
４
日
㈯
の
、
各
土
曜
日

の
午
前
10
時
〜
正
午
（
全
５
回
）

〈
場
所
〉市
民
会
館
会
議
室
（
尾
末
町
）

〈
対
象
〉英
語
検
定
３
級
程
度
で
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
や
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
興
味
の
あ
る

人
〈
定
員
〉各
20
人(

先
着
順)

〈
受

講
料
〉
６
、
０
０
０
円
（
教
材
費
含

む
）〈
申
込
期
間
〉10
月
20
日
㈬
〜
同

27
日
㈬
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
（
た
だ
し
、
火
曜
日
は
除
く
）

〈
申
込
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先
〉電
話

で
彦
根
市
国
際
協
会
事
務
局
☎
◯　22　

１
４
１
１
番
（
内
線
５
９
０
番
）
へ

第
８
回
市
場
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

魚
の
さ
ば
き
方
教
室

〈
内
容
〉魚
（
ア
ジ
）
の
さ
ば
き
方
、

イ
カ
の
塩
辛
の
作
り
方
、
鯉
の
あ
ら

い
の
実
演
と
試
食
（
容
器
は
各
自
で

用
意
し
て
く
だ
さ
い
）〈
日
時
〉11
月

13
日
㈯
午
後
１
時
〜
同
３
時
ご
ろ

〈
場
所
〉彦
根
総
合
地
方
卸
売
市
場

（
安
食
中
町
）
〈
定
員
〉30
人
（
申
込
者

多
数
の
と
き
は
抽
選
）
〈
参
加
費
〉

５
０
０
円
〈
申
込
期
限
〉10
月
31

日
㈰
（
必
着
）
〈
申
込
方
法
・
問
い

合
わ
せ
先
〉は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
同
市
場

（
〒
５
２
９-

１
１
５
２
安
食
中
町
３
２
７
）

☎
◯　25　
２
５
１
８
番
へ

平
成
16
年
度

砂
利
採
取
業
務
主
任
者
試
験

〈
日
時
〉11
月
12
日
㈮
午
前
10
時
〜
正

午
〈
場
所
〉滋
賀
県
商
工
労
働
会
館

（
大
津
市
）〈
対
象
者
〉

商
工
観
光

労
働
部
新
産
業
振
興
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
〈
受
験
料
〉８
、

０
０
０
円
〈
申
込
期
間
〉10
月
12
日

㈫
〜
同
27
日
㈬
（
土
・
日
曜
日
は
除

く
）
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
〈
申
込
方
法
〉受
験
願
書
、
受

験
整
理
票
、
受
験
票
（
以
上

新

産
業
振
興
課
に
あ
り
ま
す
）
に
、
受

験
料
と
し
て
８
、
０
０
０
円
分
の
滋

賀
県
収
入
証
紙
を
受
験
願
書
に
張
り

付
け
て
同
課
ま
で
　
※
申
込
に
必
要

な
書
類
は
、
同
課
、

湖
東
地
域

振
興
局
総
務
出
納
課
に
あ
り
ま
す

※
郵
送
の
場
合
は
、
必
ず
簡
易
書
留

郵
便
で
（
10
月
27
日
㈬
消
印
有
効
）

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

新
産

業
振
興
課
（
大
津
市
京
町
四
丁
目
１-

１
）

☎
０
７
７-

５
２
８-

３
７
９
１
番

自
衛
隊
生
徒

〈
応
募
資
格
〉日
本
国
籍
を
有
し
、
平

成
17
年
４
月
１
日
現
在
で
15
歳
以
上

17
歳
未
満
の
男
子
で
、
中
学
校
卒
業

者
（
平
成
17
年
３
月
卒
業
見
込
み
を

含
む
）
〈
受
付
期
間
〉11
月
１
日
㈪

〜
平
成
17
年
１
月
11
日
㈫

〈
一
次

試
験
日
〉平
成
17
年
１
月
15
日
㈯

〈
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
自
衛
隊

滋
賀
地
方
連
絡
部
彦
根
募
集
事
務
所

（
旭
町
）
☎
◯　26　
０
５
８
７
番

就
職
サ
ク
セ
ス
セ
ミ
ナ
ー

〈
内
容
〉パ
ソ
コ
ン
講
座
や
適
性
診
断

に
よ
り
、
求
職
中
の
人
を
支
援
す
る

た
め
の
講
座
で
す
〈
日
時
〉11
月
９

日
㈫
〜
同
12
日
㈮
（
全
４
日
）、
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
〈
場
所
〉ひ
こ

ね
燦
ぱ
れ
す
（
小
泉
町
）〈
対
象
〉市

内
在
住
で
現
在
求
職
中
の
人
　
〈
定

員
〉15
人
〈
受
講
料
〉無
料
〈
申
込

期
限
〉11
月
４
日
㈭
午
後
３
時
必
着

〈
申
込
方
法
〉ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
彦
根

（
西
今
町
）、
彦
根
パ
ー
ト
サ
テ
ラ
イ

（
旭
町
）
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事

彦根を代表する地場産業の一つであり、経済産業省の伝統的
工芸品に指定されている彦根仏壇。彦根市では、彦根仏壇の製
造に従事し、優れた技術を持つ皆さんを表彰しています。

日　時 10月20日㈬ 9：00～
場　所 ビバシティ彦根　２階　ビバシティホール

（「第23回くらしの中の彦根仏壇展」会場）

第28回を迎えた今年は、次の４人の皆さんが表彰されます。

組
　
立

岸き
し

本も
と

榮え
い

三ぞ
う

さ
ん

（
芹
川
町
）

漆
う
る
し

塗ぬ
り

尾お

本も
と

之し

さ
ん

（
地
蔵
町
）

た
か

漆
う
る
し

塗ぬ
り木ぎ

千ち

惠え

子こ

さ
ん

（
長
曽
根
南
町
）

た
か

伝統的工芸品産業技術者
今年度表彰を受ける皆さん 
伝統的工芸品産業技術者
今年度表彰を受ける皆さん 

男女共同参画センターウィズの

男 性 学 講 座
私たちの生活の中には、今でも「男・女はこうあるべ
き」という意識が残っています。男性学講座は、参加す
る男女が「男らしく、女らしく」から「自分らしく」生
きることができる社会を実現するために開催します。
内容・日時
１回目　11月12日㈮ 18：30～20：30
「仕事とストレス〜ストレスと上手につきあおう〜」

講師　佐
さ

賀
が

枝
え

夏
なつ

文
ふみ

さん（大谷大学文学部教授）
２回目　11月19日㈮ 18：30～20：30
「男たちのコミュニケーション

〜こころとからだと歌と〜」

講師　日高　正宏さん（神戸学院大学人文学部教授）
３回目　12月3日㈮ 18：30～20：30
「男たちの生き方探し

〜「仕事人間」から「生活人間」になるために〜」

講師　吉田　清彦さん（フリーライター）
対象 市内在住、在勤、在学の人
募集人数 50人（先着順）
受付期間　10月15日㈮～11月11日㈭の8：30～18：15、
金・土曜日は～21：15（火曜日と祝日を除く）
受講料 200円（各回ごと）
その他 託児あり（０歳～就学前）、※予約が必要です
問い合わせ先 男女共同参画センターウィズ☎24-
3529（FAX共用）

彫
　
刻

森も
り

哲
莊

て
っ
そ
う

さ
ん

（
坂
田
郡
米
原
町
）
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※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み
ください。（臨時の収集は、原則として毎
週火・金曜日に実施します。）
※収集の状況によって、収集日は３日程度前
後することがありますが、ご了承ください。

11月前半

１日㈪

２日㈫

４日㈭

５日㈮

８日㈪

９日㈫

10日㈬

11日㈭

12日㈮

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、安清、芹、野田山、
正法寺、地蔵、平田（大沢）、西今（松田団地）
松原一丁目、松原二丁目、安清、外、野田山、正法寺、地蔵、平
田（大沢）、西今（松田団地）
原（原町西団地）、西沼波（東部）、和田、外、里根、戸賀、小泉、
本町一丁目、本町二丁目、本町三丁目
山之脇、芹川、幸、大藪、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、中
央（第１・第４部）、銀座、芹橋一丁目、芹橋二丁目（河原二丁目
の一部を含む）
幸、開出今蔵の町団地、八坂東団地、三津、芹川、城町一丁目、
城町二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、中藪一丁目、中藪
二丁目、中藪、西今（松田団地を除く）、開出今団地（第３部）、
八坂北
開出今蔵の町団地、八坂東団地、後三条（下）、長曽根南、平田
（大沢を除く）、西今（松田団地を除く）、宇尾、三津屋、肥田（西
肥田）、海瀬
開出今団地（第１部）、後三条（下）、中央（第２・第３部）、立花、
金亀、尾末、平田（大沢を除く）、西今（松田団地を除く）、宇尾、
野瀬、須越、肥田（西肥田）
後三条（下）、佐和、大東、旭、船、元、立花、京町三丁目、平田
（大沢を除く）、野瀬、開出今、須越、出路、田原、金沢（金沢団地）
佐和、後三条（上）、京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、錦
（第１部）、橋向、開出今、竹ケ鼻、須越、金沢（林、中下）、上稲
葉、下稲葉、本庄、普光寺、薩摩、田附、新海、

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【11月前半】

図書館休館日 １日㈪、３日(水・祝)、
８日㈪、１５日㈪５、10日(月)

４日㈭

５日㈮

２日㈫

９日㈫

10日㈬

11日㈭

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前
葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
J A 鳥 居 本 支 店
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
川 瀬 馬 場 町 J A 本 店 前
河 瀬 地 区 公 民 館
多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部
楡 公 民 館
昭 和 ア ル ミ 茂 賀 ハ イ ツ
広 　 野 　 会 　 館

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１2日㈮
鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１3日㈯
農 協 福 満 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
オ ー ミ 緑 化 造 園

１３：２０
１４：１０
１５：００

11月前半

運転中　メールひと文字　事故一生 今年１～8月　彦根市の交通事故発生件数572件（昨年515件）
死傷者数〔死者数〕760人〔０人〕（昨年656人〔４人〕）
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健康管理だより

川か
わ

端ば
た

智ち

大ひ
ろ

ち
ゃ
ん

︵
高
宮
町
︶

宮み
や

井い

葵あ
お

衣い

ち
ゃ
ん

︵
八
坂
町
︶

中な
か

野の

朱し
ゅ

莉り

ち
ゃ
ん

︵
正
法
寺
町
︶

彦根市では、下記の予防接種を、医療機関に
委託して個別予防接種として実施しています。
赤ちゃんが生後３か月になられるとき、予防
接種の「説明書・予診票つづり」を郵送してい
ます。予防接種制度についてじゅうぶんにご理
解いただき、安全に接種が受けられるよう注意
事項などをよく読んで、子どもさんの体調のよ
いときに受けるようにしてください。

予防接種の種類 下の表のとおり
対　　象 彦根市に住民登録、外国人登録のあ
る児
実施方法 予約制です。下記の指定医療機関に、
あらかじめ予約してからお出かけください。
問い合わせ先 健康管理課☎24-0816、
FAX24-5870

11

彦根市高齢者保健福祉協議会
彦根市高齢者保健福祉協議会は、彦根市の高齢者
保健福祉計画や、介護保険事業計画について、計画
の策定と、内容の評価を行います。
この協議会は一般に公開しています。傍聴を希望
される人は、直接会場へお越しください。
日時 10月22日㈮ 16：30～
場所 福祉保健センター
問い合わせ先 介護福祉課☎23-9660、

FAX26-1768
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あなたの好きな彦根の表情を表紙を通
じて紹介してください。写真をお持ちで
ない場合は、 情報政策課広報係で撮影
します。☎22-1411（内線431）へ気軽
に連絡してください。

彦根口駅の前の小泉さん(左)と友人の谷さん

表
紙
の
こ
と
ば

小

泉

絢あ
や

香か

さ
ん
︵
愛
知
郡
秦
荘
町
︶

翔
陽

し
ょ
う
よ
う

高
校
に
入
学
し
、
近
江
鉄
道
で

通
学
す
る
よ
う
に
な
っ
て
約
１
年
半
に
な

り
ま
す
。
現
在
は
、
通
学
だ
け
で
な
く
、

週
に
２
回
、
彦
根
吹
奏
楽
団
の
練
習
に
参

加
す
る
た
め
に
、
近
江
鉄
道
を
利
用
し
て

い
ま
す
。

学
校
の
近
く
に
あ
る
彦
根
口
駅
の
駅
舎

は
古
い
建
物
で
、
降
り
立
つ
と
、
ま
る
で

昔
の
駅
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

朝
の
時
間
帯
は
、
電
車
の
中
も
た
く
さ

ん
の
人
で
込
み
合
い
ま
す
が
、
車
窓
か
ら

の
眺
め
は
美
し
く
、
春
の
桜
や
、
高
宮
駅

近
く
の
犬
上
川
に
架
か
る
、
た
く
さ
ん
の

鯉
の
ぼ
り
な
ど
は
、
車
内
の
混
雑
を
忘
れ

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
紅
葉
で
す
。
鈴
鹿

山
脈
の
山
々
が
段
々
と
色
づ
い
て
い
く
様

子
を
見
な
が
ら
、
電
車
通
学
を
楽
し
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
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今月の納税

市県民税（第３期）
11月１日㈪までに納めましょう

今
年
は
、
彦
根
市
の
名
誉
市
民
で
あ
り
、

作
家
で
あ
る
故
舟
橋
聖
一
氏
の
生
誕
１
０
０

周
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
彦
根
市
で
は
、
同
氏

の
功
績
や
人
物
像
を
広
く
紹
介
す
る
「
舟
橋

聖
一
生
誕
１
０
０
周
年
記
念
特
別
展
」
を
開

催
し
ま
す
。

こ
の
特
別
展
で
は
、
遺
族
か
ら
寄
贈
を
受

け
た
、
直
筆
の
執
筆
原
稿
を
始
め
と
す
る
、

同
氏
の
ゆ
か
り
の
品
を
展
示
し
ま
す
。

〈
主
な
展
示
内
容
〉

舟
橋
文
学
　
基
礎
の
確
立

〜
生
誕
か
ら
「
悉し

っ

皆か
い

屋や

康こ
う

吉き
ち

」「
雪
夫

人
絵
図
」
ま
で
〜（

１
９
０
４
〜
１
９
５
１
）

▽「
花
の
素
顔
」
出
版
記
念
会
寄
せ
書
き
屏
風

▽
お
宮
参
り
衣
裳

い
し
ょ
う

▽
お
食
い
初
め
食
器

▽
少
年
期
自
作
回
覧
雑
誌

▽
卒
業
論
文

▽
谷
崎
潤
一
郎
か
ら
贈
ら
れ
た
「
杏

き
ょ
う

花か

遺い

愛あ
い

鹿し
か

革が
わ

男
帯

お
と
こ
お
び

」

▽
「
悉
皆
屋
康
吉
」
原
稿
・
執
筆
資
料

円
熟
味
を
見
せ
る
独
自
の
世
界

〜
”夏
子
も
の
“
か
ら
〜

「
あ
る
女
の
遠
景
」「
好
き
な
女
の
胸

飾
り
」
…
　
　
（
１
９
５
２
〜
１
９
７
６
）

▽
衣
裳
（
谷
崎
潤
一
郎
の
遺
言
に
よ
り
、
舟

橋
聖
一
に
贈
ら
れ
た
６
代
目
菊
五
郎
「
船ふ

な

辨べ
ん

慶け
い

」
静し

ず
か

の
衣
裳
）

▽
文
士
劇
に
使
用
さ
れ
た
遺
品

（
道
具
・
三
面
鏡
）

▽
夏
子
シ
リ
ー
ズ
原
稿

▽
「
海
の
百
万
石
」
取
材
ノ
ー
ト

▽
三
島
由
紀
夫
へ
の
弔
辞

▽
舟
橋
聖
一
著
作
図
書

舟
橋
聖
一
が
描
く
、
直
弼
と
彦
根

〜
「
花
の
生
涯
」
〜

▽
取
材
ノ
ー
ト

▽
原
稿
レ
プ
リ
カ

▽
テ
レ
ビ
、
映
画
、
舞
台
な
ど
の
資
料

▽
名
誉
市
民
称
号
贈
呈
書

素
顔
の
舟
橋
聖
一

〜
書
斎
「
残
月
の
間
」
と
愛
用
品
〜

▽
書
斎
「
残
月
の
間
」
再
現

▽
愛
用
品

問
い
合
わ
せ
先

市
立
図
書
館
☎
◯　22　
０
６
４

９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
☎
◯　26　
０
３
０
０

▲花の素顔」出版記念寄せ書き
屏風

﹁
船
辨
慶
﹂
静
の
衣
装


